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現代日本語には「出演－演出」、「出産－産出」のように字順が逆転する二字

漢語が存在している。このように字順が相反する二字漢語は、日本側の研究者

に「鏡像語」、「反転語」と呼ばれている。中国語にも「出演－演出」、「出产－

产出」という鏡像関係にある語彙が存在している。中国側ではこれらの語彙を

「同素逆序詞」と呼ぶ。上記の例では、日本語と中国語の語彙間にも「産出－

出产」、「出産－产出」のような他言語に鏡像語がある語彙が存在していること

が分かる。 

従来の日本語の漢字や漢字語教育研究の中では、漢字圏に属する中国の学習

者は中国語の知識に頼り推測することができる点で、非漢字圏の学習者に比べ

て、有利であると同時に、多くの問題を抱えているということが知られている。 

意味・用法の不正確な知識は日本語習得の障害となりうる。例えば、「紹介」

という単語を使って作文を書く際、「友達を母に「介紹」する」という文章を

作ることがある。こうした字順を誤って使用することは、決して初心者だけで

なく、多くの中級以上の学習者にも多く見られる。 

日中漢字語には「用意－用意」のような同形語が多数存在するため、学習者

は漢字語の対応づけをして学習することが一般的であり、その過程で鏡像語を

同形語と誤用する現象が生じる。同形語であれ鏡像語であれ、語義の関係には

変化があり、その規則は複雑でバリエーションが多く、語彙の理解には個人差

がある。学習者が直面している課題の一つであるといえよう。 

日本国内にも、海外にも、日本語学習者のうちに、中国人学習者は 30％を超

えており、日本語教育研究にとって極めて重要な研究対象といえる。 

これまで、多くの日本語における第二言語習得に関する研究の中で、日中鏡

像語の習得に関する研究の割合は低く、現時点ではあまり注目されていない分

野であるといえる。しかし、実用場面と教育現場を見ると、日本語能力の高い

学者においてさえも、日中鏡像語を使用した場合には数多くの誤用が生じてい

ることが伺える。日中鏡像語の使用は日本語を使いこなす上での障害の一部と

なっている。そのため、日中鏡像語の習得についての検討が必要であると考え

る。 

特定の母語話者、特に中国語話者を対象とする語彙学習・語彙研究も上述の



考え方と共通するところがあり、母語知識を利用して効率よく漢字語の学習を

実現するためには、彼らの立場で考える日中対照研究と習得研究を行う必要が

あるのではないかと思われる。 

以上の原因を踏まえ、次の三点を研究の目的とする。 

第 1に、既存の日中鏡像語分類の枠組みによって、これまで議論されてこな

かった観点を加え、日中鏡像語の語彙的特徴を検討し、それぞれの言語的特徴

がどのように日中鏡像語の受容に影響するのかを考察する。 

第 2に、フォローインタビューにより、次の 4点について検討する：1.日本

語の習熟度；2.学習者の知識レベル；3.ストラテジー；4.語の習得難易度。 

第 3に、上述した２つ研究方法のデータを分析した結果を参考にし、日中鏡

像語に対して日本語教育場面へアドバイスを提言する。 

序章の第 1―3 節においては、本研究のきっかけと背景、本研究の目的、本

研究で扱う用語の定義、本研究における全体の構成、及び流れについて述べた。 

序章の 4 節は先行研究で、まず、従来の研究に基づき、日中鏡像語の定義と

分類方法をまとめた後、従来の第二言語習得に関する対照分析、誤用分析、実

証研究を概観した。 

その結果、従来の漢字語習得に関する研究では、質問紙の手法で使用し、大

きく分けて、穴埋め、選択肢と正誤判断の 3つのやり方に大別される。この 3

つの調査方法には１つの共通する欠点がある。すなわち、学習者が問われる対

象語の知識を持っているか否かについては、十分に調査できないということで

ある。先行研究の問題点により、客観的なデータだけでなく、学習者の主観的

な思考や学習者の思考過程を分析することも重要であるという示唆を得た。 

序章の 5 節では、本研究の試みを述べた。CLJにおける日中鏡像語の習得を

考察するには産出と受容といった面から考察する必要があり、その過程に影響

された要因と使用したストラテジーを翻訳、意味解釈、選択肢という 3つの質

問紙調査とその後に行われるフォローインタビューで考察する。 

第一章では、まず CLJの日中鏡像語の産出について考察することにより、次

の結果がまとめられる。語彙の習熟度が鏡像語の使用を左右する根本的な要素

である。習熟度が高い限り、他の要素に左右されず、両言語の語彙を照合する



形で対応する語彙を産出することが出来るといえる。習熟度が低くなるにつれ、

学習者は語彙の使用を正しく把握することができなくなり、「表現選択」と「中

国語代入」というストラテジーを使用するようになり、正用か否かが保証でき

ない。結果データを分析すると、被調査者の中には、JFL対象が第二言語習得

する際には、語彙知識や語義理解などが JSL対象より優れていることが分かっ

た。無習熟の場合でも、JSLが自らの言語知識で産出過程の正確度を判断する

過程が見える。語彙特徴は日中鏡像語の産出過程において正の干渉があるが負

の干渉もある。語彙の習得度は JSLの方が一般的に高く、語彙特徴は JSLにと

って産出の正しさを判断する根拠となる場合が多いため、結果としては正の干

渉となってくる。一方データ分析とインタビュー内容を含めて考察すれば、語

彙習得度の低い JFL 対象には語彙特徴は負の干渉である場合が多いことが分

かった。 

 第二章では、CLJの日中鏡像語の受容について考察することにより、次の結

果を得た。 

CLJが日本語語彙を解釈する際に使用したストラテジーのには、「直接対応」、

「言語知識」、「文脈連想」「中国語義対応」の 4 種がある。その中で、「直接対

応」と調査１での「直接対応」、「中国語代入」の規則はほぼ同じであり、「言

語知識」に属する「文法知識」と「文脈連想」の 2 種は調査 1 では現れず、CLJ

は日本語を受容する場面だけに使用するストラテジーであると考える。CLJは

中国語の文を日本語に訳す際に使用する翻訳方法に限られ、文脈を参考にする

ことが出来ないとも考えられる。 

 影響要素の面では、「習熟度」、「意味関係」、「表現形式」、「品詞」の 4 つが

ありすべて調査１の結果と一致する。よって、語彙特徴は CLJの産出場面にお

いても、受容場面においても、大きな影響を及ぼすと考えられる。 

 第三章では、CJLの日中鏡像語の適用能力を選択詞問題により考察し、調査

1 と調査 3の結果を比較することにより、CJLがどのような日中鏡像語に対し

て母語の干渉を受けて誤用しやすいかを考察した。 

 その結果、習熟度は依然として正用率の決定要因であることが明らかとなっ

た。目標語彙が CJLの常用語彙である場合、CJLは日中鏡像語の意味関係や表



現形式などの要素に影響されず正しく使用できる。習熟度が下がるにつれ、JSL

のメリットが見えてきた。JSL対象が JFLより複雑なサ変動詞や形容動詞に対

する正用率が高く、正用率の低い語彙では、JSL の正用率は JFL よりも高い。 

 ストラテジーでは、3 種の CJLのストラテジー使用状況には、大きな差はな

く、多くの場合、CJLは習熟度に基づいて判断する傾向が強い。未習熟の語彙

に直面する際に、JSLは言語知識に関する手がかりを通じて判断することをよ

り好む一方、JFLは中国語と対照する方法をより好むことが分かった。 

第四章では、第一から第三章までの分析と考察した結果から、日中鏡像語は

「表現形式」、「語義関係」、「品詞関係」の三つに分類された。「表現形式」が

簡単で、暗記記憶によって区別できることのほかに、「語義関係」と「品詞関

係」には、より詳細に区別できることで、日中鏡像語の対応付けが非常に複雑

であることが分かる。では、中国人学生に日本語を教授する際、日中鏡像語を

効果的に教えるにはどうすればよいのだろうか。あるいは、日本語学習者とし

て、自らが日中鏡像語を習得する際に、母国語の負の干渉をどのようにして、

有効的に克服できるのだろうか。本研究は全文のデータ分析した結果を参考に

し、語義関係、使用方法、漢字構造の三つの角度から、日中鏡像語に対して授

業上の教授と課外の学習という二つの方面からいくつかのアドバイスを提案

した。  

最後に、終章では、第一章から第四章までで得られた主要な知見をまとめ、

本論文を総括し、今後の研究課題を述べた。 


